
資料 事業（主催）報告書 
2021 年 8 月 25 日 

事業名称 2020 年度 第 20 回修習技術者発表研究 年次大会（オンライン） 
共催：日本技術士会 統括本部・中国本部他 修習技術者支援委員会 

開催日時 2020 年 11 月 14 日（土）13:00～16:45 

開催場所 中国本部会議室からの Zoom によるオンライン講演 

参加人数 42 名 CPD 3 時間 00 分 

事業内容 

１．経 緯 
日本技術士会 統括本部 修習技術者支援委員会では、修習技術者のプレゼン・コミュ

ニケーションの機会創出、及び技術者に必要な資質能力の向上を目的として発表研究会

が行われている。年１回開催されていた年次大会において、本年度は統括本部からの呼

びかけにより地域本部との共催で行った。中国本部からも代表１名が発表した。 

２．プログラム及び概要 

(1) 13:00～ 開会挨拶 
(2) 13:10～ 評価基準及び注意事項 
(3) 13:20～ 年次大会発表（この 1 年で優れた発表者による発表） 
(4) 16:20～ 表彰（参加者の投票で最優秀者を決定） 
(5) 16:35～ 講評、閉会挨拶 
 
【発表１】 岡島正和（電気電子、統括本部） 

題目：我が家の建て替え時の省エネ対策 
【発表２】 築城英生（建設、近畿本部） 

題目：建物内部の無柱空間を構成する大スパン鉄骨梁の施工 
【発表３】 陸浦昂起（建設、中部本部） 

題目：生物多様性の保全と水循環機能の回復を目的とした自然公園の

ゾーニング計画策定 
【発表４】 海原一仁（衛生工学、中国本部） 

題目：汚泥再生資材製造方法の改善 

３．振返り 
各地域本部から選抜された修習技術者４名が一堂に会した大会であった。技術士を目

指される発表者にとって、良い経験を積んで頂いたと考える。今回、各地域本部と統括

本部が WEB で連携し、共催という初の試みであったが、リハーサルなど事前の準備が

功を奏し成功裡に終えることができた。今後、更なる地域連携が考えられ、修習技術者

に活用頂く場が広がることが期待される。 
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